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資 料

二分脊椎症児の認知機能の特性と算数学習における困難さの検討

古山貴仁＊．川11:lj 健之介＊＊

二分脊枇症は、先天的に脊椎骨が形成不全となって起こる神経箭閉鎮障害の1つで

あり、脳と脊髄の機能不全により神経学的認知特性を伴う。教科学習においても、こ

れらの認知特性が要因となり、学習上の困應『を呈すると息われるが、二分脊椎症児の

学習の困難：さに焦点を当てた研究は少ない。本研究では、二分脊椎症児12名を対象に、

認灰II特性が算数学習に及ぼす影響について検討を行った。二分脊椎症児のり、JI能検査

(WlSC-1¥1)の指標得点の分析を行った結呆、全検査IQは標準の範叫内であるが、り、：[I 

寛批理・処埋速度の指標得点の低さが指摘された。また、教研式標準学力検査 (CRT)

を用いた算数の学習習得状況の把握を行い、 WJSC-1¥1の指標得点との相関閲係を検討

した結熊知党拙理と図形関連の間題の間で正の相関がみられた。これらの結呆から、

二分脊椎症児の算数学習において、図形や計算等の処理に困難：さが見られることが示

唆される。

キー・ワード：二分脊椎症児 認灰II特性鈴数学沓困崩m

I. 問題と目的

二分脊枇症 (SpinaBifida) とは、先天的に脊

柱骨が形成不全となり、本来ならば脊椎の菅の

中にあるべき脊髄が脊柱の外に出で麿着や損傷

しているために起こる椋々な神経障害の状態で

ある（日本二分脊椎症協会， 2015)。二分脊椎症

の半数以上は水姐症を合併し、様々な神経学的

認知特性を伴うことも指摘されている。水頭症

がある場合、脳脊髄液が客萩され）悩室が大きく

なり、圧が高まった結果として）悩や神経に影警

が及ぶ（田中， 2015)。髄り消形成を妨げ、特に後

脳領域において灰白質の損傷を引き起こす。そ

のため、二分脊枇症と水頑症を有する多くの子

どもは、脳圧を一定に保っために、水頌症のシャ

ント手術が必要である (de]Bigio, 1993; Fletcher, 

Oenois, Northrup, Barnes, 1-:lannay, Landry, Copeland, 

＊筑波大学附屈桐が丘特別支按学校

＊＊筑波大学人間系

Blaser, Kramer, Bra叫 t& Francis, 2004)。二分脊

椎症と診断・する際の出生時の特徴的な脊柱の

癒合不全は、均ーな掴変ではなく、脊髄髄膜荊

(myelomeningocele)や髄朕瘤 (meningocele)、脂

)l方予肘随箭fl)膜：）薗 (hpomyelomeningocele)、i替在性二

分脊雁 (spinabifida occulta) などが含まれる

(Fletcher & Brei, 2010)。オq洲究では、これらの

病変を包括した表現として二分脊椎症として定

義するが、引用文献で用いられている病変につ

いては、原文のまま記載する。

二分脊椎症児のり、:I]的能力や認虹l能力について

は、これまでに多くの研究が行われてきた。

Wills (1993)は、二分脊椎症および水頭症の小

児における神経心理学的機能に関する研究をレ

ビューしている。通常、平均～平均の下位の知

能を持っているが、脳室炎や発作の合併症があ

る場合、 IQのスコアと学習の達成度が低くな

る傾向があると述べている。国内では、田仲．

山田・中村・田島・景山 (1982)が、二分脊帷
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症に伴う脊髄髄膜瘤の患者58名のり、：「l能につい

て評価を行っており、 IQ80以上の事例は72%

であったと報告している。また、 1Q60以下の

事例は、脊髄髄膜瘤やシャント手術の感染によ

り広汎な脳室炎を合併し、重度の知的障害を残

したと考えられる事例であった。伊達・伊藤・

沼田 (2005)も同様に、平均年齢6.3歳の脊髄髄

膜瘤息者38名に知能検査（田中ビネー知能検査

またはWPPSI知能診断検査、WJSC-ill知能検査）

を実施しており、 47%が1Q80未悩であるが、

全1本の平均IQは86であるという結果が得られ

ている。少々古いデータではあるが、二分脊枇

症児の学校生活について、義務教育では77.9%

が普通学級で教育を受けているという報告もあ

る（陣内， 1982)。これらの研究結呆より、ニ

分脊椎症児の多くは顕著な知的な遅れを伴わな

いと批察される。

しかし、認知能力についてはアンバランスが

みられることも報告されている。特に水頭症を

併発している場合には、脳幹レベルでの脳神経

の圧迫や奇形の結呆による眼球連動の1間題、小

脳の異常に起因する微細運動の制御などの梯々

な理由から、視覚ー運動機能に困難さがみられ

る (Wills,1993)。Lanton(1977)は、水頭症を併

せ持つ 6 歳 ~7歳の二分脊椎症児に対して

WISCによる認知能力の検討を行っており、動

作性lQ(PlQ)は言語性lQ(VJQ)よりも有意に

低く、下位検査項目では、組合せと符号が特に

低いことを明らかにしている。また、水頭症の

有無やシャント手術の有無による認知能力の差

異についても検討がなされており、水頑症を併

せ持つ場合、言詔性よりも非言語性の下位検査

が弱いことや、シャント手術を行っている場合、

VlQよりも PlQの値が有意に低いこと等が指摘

されている (Dennis,Fitz, Netley, Sugar, Harwood-

Nash, Hendrick, Hoffman & Humphreys, 1981; 

Fletcher, Francis, Tho叫）son, Brookshire, Bohan, 

Landry, Davi.dson & Miner, 1992; Brnokshire, 

Fletcber, Bohan & Landry, 1995; Jto, Saijo, Araki, 

Tanaka, Tasaki, Cho & Miyamoto, 1997)。伊達・

伊藤・沼田 (2005)は、視覚と運動の協応、空

椙Jにおける位置などのテストから知覚指数

(PQ : perceptual quotients)を求める Frostig視知

覚検査の結果と VlQ、PlQの値を比較し、 PQと

PlQの間に正の相関があることを確かめてい

る。その他にも、二分脊椎症児のPJQの低さや

視知裳障害を指摘する研究がいくつか見られる

(e.g. 市川・江口 t 1987; 矢吹， 1987)。
このような認知特性があることか ら、学習障

(Learning Disability : LD)を伴うことも示唆

されている。 Mayesaud Calhoun (2006)は、学

齢期の二分脊枇症児23名に対して、 WISC皿と

W1AT (WechsJer Jndivid叫 _Achievement Test)を

用いたIQと達成度の関連から、 LDの有病率に

ついて検討している。知的な遅れはみられない

が、 60%がLDを有していることや、読み書き

には間題はないが、特に算数と書字表現のI札

難さを指摘iしている。算数の困難さについて、

Dennis and Barnes (2002)の数学と初歩的計算能

カの研究では、二分脊椎症と水頭症を伴う青少

年は、計算琳廿度、計算辿度、間題解決の難しさ

を持っており、特に計算粕度に関してはワーキ

ングメモリーの少なさが影響していると述べて

いる。算数の困難さは、他にも実行椴能や視空

間処理が関わっていると指摘している研究もあ

る (Englishet al., 2009)。書字表現については、

見た通り、 言われた通りに文字を書くこと はで

きるが、作文などの息ったことを表現すること

が難しい状態像がみられている (Barnes,Dennis 

and Hetherington, 2004)。

以上のような困難：さがある二分脊枇症児や、

水頭症を合併している児龍は、教科学習、特に

算数においてij¥!i=しさが顕著になることが予想さ

れる。実際に、中村・下呆 (1999)の調査では、

小学生は半数以上が普通学級で教育を受けてい

る一方で、中・高校生は全員が養護学校（特別

支援学校）へ辿学していたという報告もある。

中学校へ辿学する段階までに、学習面の難しさ

が表れ、進学先として特別支援学校を選択して

いると考えられる。

これまで見てきたように、二分脊椎症児の認

知恨能の特性や学習上の困難：を指撒iした研究は
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散見される。しかし、認知特性を踏まえた上で、

具1本的な支援方策、授業における配慮・エ夫に

ついて諭じている文献は確認できなかった。そ

こで、本研究では、学齢期の二分脊椎症児の認

知機能の特徴について、これまでの先行研究や

知能検査の結呆を参考にして分析を行い、その

特徴が教科学酋、特に算数学習に及ほす影聾に

ついて検討する。そして、具1本的な支援方策や、

授業に生かす配慮・エ夫についての手がかりを

得ることを目的とする。

II . 方法

1. 対象

特別支援学校（肢休不自由）に在籍する小学

部 2年生から中学部 3年生までの二分脊椎症の

児筑生徒12名（男子 9名、女子 3名、平均月齢

=113.33、SD=30.91) を対象とした。小学校・

中学校に準ずる教育課程、または下学年・下学

部適用の教育諜程で学んでおり、全員が教科学

習を行っている。書字動作や食事動作などの上

肢採作には特に I~廿姐なく生活している。また、

12名中 10名が水頭症を有している。

2. 手続き

(1) 知能検査を用いた認知特性の評価

2014-年10月から 2016年 9月までに実施した、

対象児狐生徒のWISC-I¥「（日本版WJSC-I¥「刊行

委員会， 2010)の結呆を収集し、全検査lQ(FSIQ) 

と4つの指標得点（言語理解： VCJ、知裳拙理：

PRJ、ワーキングメモリー： WMJ、処理辿度．

PSI)について、整理・分析を行った。 Table1に、

対象児狐生徒の教育課程、知能検査を行った時

の生活年齢、および障害名を示す。統計学的処

埋には、 IBMRSPSSStatis6cs ver.24-.0を用いた。

(2)算数学習における困難さの検討

教研式標進学力検査CRT(辰野・北尾， 2011)

を）:j:jいて、算数の学晋習得状況を把握した。筑

波大学附属桐が丘特別支援学校 (2013) は、脳

性麻癖児に対してCRTを実施し、認知機能の

特徴が要因となって困難さがみられる小間を分

析している。小 4以降の検査になると、四則計

算など、それ以前の学習の諮栢が成紹に影讐し、

正答率が低くなることが指揺jされている。その

ため、本研究で用いる CRTの分析対象には、困

崩mさのある小1111を明確にするために、小 1から

小 3の検査を用いることとした。

検査は、 2012年 3月から 2017年 3月までの

間に、対象児箪生徒が当該学年在籍時に実施し

たものを用いた。下学年・下学部適用の対象児

菫生徒においては、学習目標が小 1~小 3まで

の段階で学習を行っていた時期に実施したもの

を分析対象に含めた。また、現在小学部 2・3

年生に在紐している児廊は、前学年までに実施

した検査のみを用いた。

(3)認知機能の特徴と算数学習との関連の分

析

(1)のWlSC-Nの指標得点の分析により得ら

れた認知機能の特徴と、 (2)のCRTの結呆から、

算数学習において困難さがみられた小間との

関連性を明らかにするために、 WISC-JVの4

つの指標得点と、 CRTの全ての小間に対して、

Spearmanの順位相関係数の検定を行い、その

結呆を元に、指標得点と小間の相閃関係につい

て分析を行った。

(4) 1命旦g的1記應

WlSC-I¥「及びCRTの結果の利用については、

児菫生徒の入学時に、保護者と研究協力に関し

て誓約書を交わしている。本研究実施にあたっ

ては、児菫生徒の在籟校の校務委員会において

提案・協議を行い、校長が許可した。また、保

護者へ研究の趣旨説明を行い、データ使用に関

して同意書を交わした。

皿結果

1. WISC-Wの整理・分析

対象児菫生徒のW1SC-NのFSlQと4つの指

標得点の平均値を Table2に示した。 FSlQの平

均値は91.9(SD=l4.4-)であり、得点にはばらっ

きが見られるが、全員が1Q70以上の値であっ

た。

4つの指標得点については、一元配置分散分

析を実施した。その結果、それそれの指椋得点

について、主効呆が有意であった (F(3,44)= 

-165-



古山 貴仁・川lllJ 健之介

Table 1 対象児謡生徒のプロフィール

実施年齢 教育課程 障害名

6歳 6ヶ月 準ずる 脊髄髄膜瘤、水頭症

6歳 8ヶ月 準ずる 水頭症

6歳 3ヶ月 準ずる 水頭症

6歳 8ヶ月 準ずる 脊髄髄膜瘤、水頭症

8歳 7ヶ月 準ずる 二分脊椎

8歳 8ヶ月 下学年適用 二分脊椎、水頭症

9歳 2ヶ月 下学年適用 二分脊椎、水頭症

12歳 3ヶ月 準ずる 二分脊椎

11歳 11ヶ月 準ずる 二分脊椎、水頭症

12歳 0ヶ月 二分脊椎、水頭症

12歳 6ヶ月 下学年・下学部適用 二分脊椎、水頭症

12歳 2ヶ月 下学年・下学部適用 二分脊椎、水頭症

Table 2 WJSC-IVの実施結朱

平均値 標準偏差 最小値 最大値

言語理解 107.83 

知覚推理 (PRI) 87 83 

ワーキングメモリー (WMI) 96 08 

処理速度 (PSI) 77 00 

全検査 (FSIQ) 91.92 

8.198, p<.001)。その後、 TukeyのHSD法による

多重比較を行った結呆をTable3に示した。 VCl

と比校して、 PRl、PSlの得点が有意に低かった。

また、 WMJと比較して、 PSIの得点が有意に低

かった。 (P<.05)。平均伯を見ると、 PRJの糾点

も低くなっているが、 WMJとの間に有意差は

認められなかった。

2. CRTの整理・分析

CRTの正答した小間を 1点、誤答の小間を 0

点とし、対象児菫生徒のCRTの平均正答率を鈴

出した。その結呆、小 1の検査が78.6%(SD= 

13.7)、小 2の検査が68.1% (SD=l3.0)、小 3の

検査が59.0%(SD=20.l)であった。その後、対

象児箪生徒の正答率が 1椋準偏差を下回り、か

つ全国平均の正答率との差が大きい小I廿］を抽出

した。小 3の小間「時間を求める」については、

正答率は39%であるが、平均からの 1標準偏差

17 91 76 133 

8.61 80 102 

16.52 73 128 

18.07 55 110 

14.46 71 117 

は38.9%であり、ほぽ同値といえるため、分析

対象に含めた。分析対象とした小間については、

学習指導要領における領域、小l間の内容、観点

別評価の項目、そして対象児詔生徒・全国平均

の正答率の 4点をTable4に示した。正答率が低

い間姐は、小 1・小 2の検査では図形領域のl叫

題に多くみられるが、学年が上がり小 3の検査

になると、数と計鍔領域の小間でも表れている。

また、観点別の評価に関しては、技能および考

え方の小川1が多くみられた。

3. WISC-Iiiの指標得点と CRTの小問との

関運性の分析

Spearmanの）順位祖閲係数の検定結呆から、

WJSC-lVの指標得点と CRTとの相1リ」関係がみら

れた小閲、およびこれらの正答率を、学年の検

査ごとにTable5からTable7に示した。

小］の検査では、 8つの小II月について相関が
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Table 3 多重比較の結呆

因子① 因子② 平均値の差 （①-②） 標準誤差 有意確率
95%信頼区間

下限 上限

知党推理 (PRI) 20 000 6.437 017'' 2.812 37 187 

言語理解 (VCI) ワーキングメ モリー (WM[) 11 750 6.437 275 -5 437 28.937 

処理速度 (PSI) 30 833 6.437 ooo• 13.645 48 021 

言語理解 (VCI) -20 000 6 437 017* -37 187 -2 812 

知党推理 (PR!) ワーキングメ モリー (WMI) -8 250 6 437 579 -25 437 8 937 

処理速度 (PSI) 10 833 6 437 345 -6,354 28 021 

言語理解 (VCI) -11 750 6 437 275 -28.937 5 437 
ワーキングメモ リー

知党推理 (PRI) 8 250 6 437 579 -8 937 
(WMI) 

25 437 

処理速度 (PSI) 19 083 6 437 024"' 1 895 36 271 

言語理解 (VCI) -30 833 6,437 000* -'18.021 -13 645 

処理速度 (PSI) 知覚推理 (PRI) -10.833 6 437 345 -28,021 6 354 

ワーキングメモリー (WMI) -19.083 6 437 024' -36 271 -1 895 

く説明＞

＊平均値の差は 0.05水準で有悠

Table 4 CRT 0)1」ヽl閉分析結果

ぼナ,与i亡ー 領域 小問 観点 正答率 全国平均

箆と測定 かさの単位比較 技能 28% 59% 

;J, 1 図形 祓み木の特ちょう 知識理解 36% 62% 

図形 色板のしきつめ 考え方 27% 61% 

数と計算 3つの数の加法の工夫 考え方 33% 54% 

図形 正方形を作る 考え方 24% 61% 
小 2

数益関係 乗法の適用式 考え方 24% 50% 

図形 はこの形の構成 考え方 39% 81% 

数と計算 九九適用の除法（余リあり 技能 28% 76% 

益と測定 時間を求める 1' 人°?冶nとヒ 39% 76% 

小 3 数と 計算 筆算のまちがえ 知識理解 33% 81% 

数と計算 小数の減法 1召X-'取・IC： 22% 59% 

図形 三角形の角の大きさ 考え方 22% 46% 

Table 5 WJSC-1¥Iの指標得点と CRTの小間との相関係数（小 1)

小 1 小1甘J

指標得点 好さなかたちの位四 位器・上から 4番目 一i訟知の構成墳み木の面① 棋み木の面② 毀法の適用・式広どの単位比校序数・後ろから1可番目

言語浬解 (VCI) ・0.140 

知党推理 (PRI) -0.145 

ワ・ーキ ングメモリー (WMI) -0.084 

処浬速度 (PSI) -0.755"' 

正答率 89% 

く説1、リI>

"*. HI関係数は 1%水準で布意（両側）

,, +n関係数は 5%水耶で冷意（両側）

-0.140 

-0.145 

-0.08-1 

~0.755'冷

83% 

0.321 -0,533 -0.261 -0.140 

0.638・-0.639・,0,675'-0,145 

0.614; -0.280 -0.438 -0.084 

0_34;, -0.420 -0.130 -0,755" 

94% 50% 50% 83% 

-}67-

-0.652・ -0.292 

-OA73 -0.352 

-0.553 -0.145 

-0.098 -0.606'・

83% 45% 
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Table 6 WlSC-lVの指標得点とCRTの小間との相関係数（小2)

小 2 小問

指標得点 乗法を使う場面乗法の性質① 乗法の性質②~ 数の相対的な大きさ 加法の適用，式加法の適用，答え

言語理解 (VCI) 0 516 -0 5.87* 0 292 0 206 0.253 0.2.53 

知党推理 (PRI) 0 587* -0 270 0 730'* 0.668' 0.639* 0 639* 

ワーキングメモリー (WMI) 0.514 -0 130 0 121 0.231 0 671* 0 671* 

処埋速度 (PSI) 0 488 ,0.445 -0,097 -0 103 0.336 0 336 

62% 90% 57% 43% 17% 17% 

く説明＞

＊＊．相関係数は 1%水準で有意（両側）

＊ 相関係数は 5%水準で有意（両側）

Table 7 WISC-JVの指標得点と CRTの小間との相関係数（小3)

jヽ、3 小間

指楳得点 除法の適用，式餘法の逸用・答え球と半径と箱の大ささ 長さ・適切な単位① 長さ｀適切な単位② 小数0)しくみ三角形のft1の大きさ はかリ 0)よみとリ

猛語理解 (VCI)

麟推理 (PRI)

ワーキングメモリー・(WMI)

処理琴 (i'SI)

正答率

く説明＞

-0.1-10 

-0,145 

-0.0S4 

-0.755 .. 

75% 

＊＊．相I灼係数は 1%水準で有意（両側）

＊ 相1灼係数は 5%水地で有謡 (ji簡側）

-0.14.0 0.321 

-0 145 0.638・ 

-0.084 0.61が

-0.755'囀 0.3',~ 

75% 39% 

確認された。図形の間題である「積み木の面

①」、「積み木の面②」の 2つの小間と、 PRIの

間にやや強い負の相関がみられた。 PSIとの間

には、「好きなかたちの位置」、「位置・上から

4番目」、「減法の適用・式」の 3つの小間にお

いて強い負の相 IWJJがみられた。また、 WMIと

の閤に相関がみられる小間はみられなかった。

小 2の検査では、 6つの小間について柑関が

確認された。「カII法の適用・式」と「カII法の適用・

答え」の小間では、 PRIとWMIの2つの指標得

点とのIMJで、やや強い正の相関がみられた。ま

た、これらの小間のうち、 5間がPRlとの間に

やや強い、あるいは強い正の相関がみられ、「乗

法を使う場面」や「乗法の性質」など、いずれ

も計算技能にかかわる小間であった。

小 3の検査では、 8つの小間についてオ13関が

確認された。そのうち 4間がPSJとの間に強い、

またはやや強い負の相閃があり、「除法の適川・

-0、533 -0,261 -0.140 -0 652'・ -0.292 

-0 639暑 -0ふ75• -0.145 -0.473 -0 352 

-0 280 -0,488 -0.084 -0 553 -0.145 

-0 420 .Q.130 -0.755" -0.098 -0 606' 

72% 89% 83% 22% 39% 

式」、「除法の適用・答え」、「小数のしくみ」の

3 1111が計算技能にかかわる小間であった。また、

PRlとの間には、形や図形に関する小間である

「球と半径と箱の大きさ」、「長さ・適切な単位

①」、「長さ・適切な範ITil②」の 31間において相

関がみられた。

訊考察

本研究では、二分脊椎症児を対象として、知

能検査による認知機能の特徴の把握、賃数学習

における苦手なII廿題の分析、そして認虹l機能の

特徴と算数の困難さの間にみられる関連性の 3

つの観点について研究を皿めてきた。

まず、知能検査による認り、：II機能の特徴の把握

については、 WiSC-1¥「のFS.lQの平均伯が標準

の範囲内であった。本研究の対象児童生徒の殆

どは、水頭症を有しているが、小学校・中学校

に準ずる、あるいは下学年・下学部適応の教育

-168-



二分脊枇症児の認知根能の特性と算数学習における困難さの検討

課程で学んでいるため、知的能力においては大

きな影聾を及ぼす合併症はみられない。よって、

本研究においても、 WiJls (1993) や、田イ!JI• 山

田・中村• 田島・景山 (1982)の研究と同様の

結呆が得られたことから、重度の合併症がみら

れない場合、二分脊枇症児は顕著な知的な屈れ

を伴わないことが確認された。

PSIの指標得、点が低いという結呆について

も、これまでの先行研究の結呆と一致している

(Lonton, 1977)。PSJは、視覚刺激を正確に処理

する能力であるが、視覚的ワーキングメモリー

や注意の持続、視覚一連動の協応も関係する。

） II 間・成田・杉林・古山・齋藤• 田村・加藤・

長1"1(2017)の行った二分脊椎症児を指導した

経験のある教員へのアンケート調査では、記憶

の間姐や注意機能の「閏題があることを指摘して

いる。また、注意を持統することは可能である

が、注意の焦点化や注意の転換に困難を示すと

いった研究も散見される (Swartwout,Cirino, 

Bampson, Fletcher, Brandt & Dennis, 2008; Brewer, 

Fletcher, Hiscock, & Davidso11, 2001; Dennis, 

Edelstein, Frederick, Copeland, Francis, Blaser, 

Kramer, Drake, Brandt, Hetherington & Fletcher, 

2005)。

PRlの指椋得点の結呆については、先行研究

ではPTQの低さについて検討がなされている

(e.g. Dennis et al, 1981; Fletcher et al, 1995)。

WlSC-lVより以前のWechsler式知能検査におい

て、 PIQの値の算出にHJいる 2つの詳指数は、

WJSC-IVのPRJ.、PSIと相関関係が確認されてい

る。そのため、 PRJの低さについても、先行研

究と同様の結呆が得られたといえる。 PRJは、

祝覚や空間の認灰IIのような非言語の理解カ・表

現力や、非言語による拙埋カ・息考力（流動性

ift埋）に関係している。 PRlが討い子どもに共

通する特徴として、分類やパターンの理解、図

や地の読み取り、算数のつまずきがある（松田，

2013)。

これらの特徴から、二分脊椎症児の認知機能

は、視党的短期記憶や注意機能、流動性拙理な

どのりしmしさがあることが示唆される。

算数学習における苦手な間題の分析では、小

1~ 小 3へと学年が上がるにつれて、対象児菫

生徒の正答率が下がる傾向がみられた。また、

図形領域・数と計算領域の崩mしさや、技能・考

え方のi難しさも明らかとなった。心理検査によ

る認知機能の特徴から、図形領域の免1tしさは視

知覚の間題が1関係していることが拙察される。

数と計算領域の~W1 しさについては、小 3 の段階

で顕著に表れている。先に述べたように、水頑

症を伴う場合、計算精度、計算：速厖の間題が見

られる (Dennis& Barnes, 2002)。本研究の結呆

においても、学年が上がると計算領域の難しさ

が表れているため、計算が複雑になるとやり方

がわからなくなる、計算処理に時間がかかるな

どの 11:iJ題が起こることが予想される。また、

Dennis & Barnes (2002)は、計算精度が落ちる

要因として、ワーキングメモリーの少なさを指

摘しているが、本研究においてはワーキングメ

モリーの指標得点の低さはみられなかった。

WISC-I¥「のワーキングメモリーの課題は、聴覚

的な刺激を元に回答する形式であることから、

視空間性のワーキングメモリーについては十分

検討することが雌しい。計燒領域の難しさにつ

いて、ワーキングメモリーがどのように影響し

ているのか、さらなる検討が必要である。

最後に、認知機能の特徴と賃数の困難さの間

にみられる相関からの分析であるが、 PRJの指

標得点は他の指標得点と比較して有意に低いこ

とから、 PRJと図形の小間の間に正の相関があ

ると考えられる。これは先に言及した、図形領

域の難しさに視知覚の 1月題が関係しているとい

う仮説を支持する根拠となり得る。このような

視知覚の弱さに対して、坑波大学附屈桐が丘特

別支援学校 (2013)が脳性麻痺児への手だて・

配慮として整理しているような、注目させる場

所の色や太さを変えたり、視覚情報を精選した

りすることで、祝覚情報を捉えやすくなり、図

形の狸解を深められると考える。

また、これらの認知槻能の特徴の中で、 PSI

の指椋得点と相閲がある小11:¥lの中には、計算技

能にかかわる 11:11題も多くみられた。この結呆は
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前述の通り、計算精度・計算速度の難しさが翡多

響していると考えられる。今回の結呆において

は、数と計算領域の正答率は高くなっているこ

とから、小3の段階までの計算lllJ題については、

正確に計算をすることはできるが、処埋に時rl,¥J

がかかっていると推測される。これらに対する

方略として、複雑な処理を継次的に示すことや、

視覚饂動機能の弱さを袖うような問題提示の

仕方などが考えられる。

本研究は、二分脊枇症児の算数学習における

i)¥mしさの把握という点において、認り、JI横能の特

徴から分析を行うことで、具体的な支援方策を

検討するための手がかりとなり得る新たな知見

を得ることができた。これらの特徴を基に、ニ

分脊椎症児の学習上の困難を軽減するためのさ

らなる指導の工夫へと繋げ、実践を秋み直ねて

いくことが課題である。
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Relationship between Characteristics of Cognitive Functions and 

Arithmetic Learning Difflcul ties in Children with Spina Bifida 

Takahito KOYAMA* and Kennosuke KAWAMA** 

A congenital abnormality, spina bifida is one of the neural tube defects that occurs with vertebral 

hypoplasia. Children with spioa bifida have neurological characteristics o「impairedcognitive 

functions due to brain and spinal cord dysfunctions疇 Childrenmay have learning difficulties in school 

due to their cognitive characteristics. However, few studies have focused on the learning dis-abilities in 

children with spina bifida. In this study, we examined the relationship between chara-cteristics of 

cognitive functions and arithmetic learning disabilities in chil.dren with spin a bifida. As a result of the 

intelligence test (WISC-IV) which has four indexes. Althcugh the JQ score was within the standard 

range., the scores of Perceptual Reasoning Index (PR!) a叫 ProcessingSpeed lndex (PSI) were low. ln 

ad(faion, we studied the sub-ject's achjevement in aritbmetic using Criterion Referenced Test (CRT)鴫

The results showed that there was a correlation between the index scores of WISC-1¥1 and CRT and~1 

positive correlation between PRI and graphic questions. These results indicate that processing, such as 

of figures and cal-culations, is difilcult for children with spina bifida. 

Key words: spjna bifida, cognitive function, arithmetic learning difficulties 

* Special Needs Education School for the Physically Cha] lengecl, University ofTsukuba 

** Faculty of Human Sciences, University ofTsukuba 
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